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5,004,294点の自然史標本・科学技術史資料（2022年度末）
自然史標本棟 地上８階建、延べ床面積 約8,000 m2

国立競技場１つ分の広さ



科博の地球惑星系標本

岩石
鉱物
化石（植物化石、脊椎動物化石、現生骨格標本、無脊椎動物化
石、微化石、水・堆積物・岩石、国際深海掘削）

370,945点2023年8月7日現在の登録件数

8階建のうち、1.5フロア



限られた時間、労働力、費用











52,803点

2023年8月7日現在の
登録件数

73,048点

岩石・鉱物の合計 125,851点



59,110点 30,866点

2023年8月7日現在の
登録件数

21,969点

大型化石の合計 117,945点



微化石プレパラートなど 33,336点
その母岩など 52,919点
国際深海掘削 40,894点

2023年8月7日現在の
登録件数

微化石の合計 127,149点



面積 1058 m2
天井高 3.1 m





アングル棚

移動棚



移動棚（引出し）



移動棚（トレー入りのキャビネット）



岩石 移動棚・固定棚
鉱物 移動棚・固定棚
鉱物 大型床置き
岩石 移動棚・固定棚
岩石 床置き
脊椎動物 移動棚・固定棚
植物 移動棚・固定棚
無脊椎動物 移動棚・固定棚

無脊椎動物 収蔵展示
微化石 移動棚
微化石 固定棚

収
蔵
率
（
）

西暦（年）

岩石（ 階）

岩石（ 階）

微化石鉱物脊椎動物植物
無脊椎動物

第２収蔵庫ができると



大型平置き



プレパラート棚



有限の空間と予算で十分な効果を
大型標本ほど収蔵スペースに困窮しがち。長期にわたる収蔵率
の増加が予測しにくいため。
第２収蔵庫を建設し収蔵スペースは1.33倍に。満杯になるまで
の期間は10~30年ほど延長された。その前に新たな収蔵場所の
確保が必要である。加えて、収蔵庫を維持し続ける費用も必要。
現在の標本登録のための予算は、十分でなくとも妥当であるが、
受入標本数が増加する見込みがあれば、それに見合った予算措
置が必要である。
希望どおりの予算が獲得できないことも予測され、そのための
対策が必要である。



クラウドファンディング実施中 (2023年8月20日現在） 2023年8月7日～11月5日
目標金額１億円を９時間で達成
８月１６日９時於て 649,802,500円（支援者数40,511人）

プロジェクトの支援はこちらから！


